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知の先達たちに聞く（4）
――加賀谷寛先生をお迎えして――

　2010 年 4 月 24 日（土）に大阪外国語大学名誉教授、加賀谷寛先生を京都大学にお招きして「知
の先達たちに聞く――加賀谷寛先生をお迎えして――」と題して講演会を開催した。この講演会で
は、イスラーム研究、南アジア研究の大先達である加賀谷先生の講演を中心に、加賀谷先生から直
接指導を受けた山根聡氏（大阪大学世界言語研究センター）と加賀谷先生の研究から大きな影響を
受けた東長靖氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）によるインタビューおよび参
加者を交えての質疑応答が行われ、半世紀に及ぶ加賀谷先生の研究生活にもとづく豊富な学識、学
問に対する真摯な態度などの一端に触れることができた。この記事はそうした貴重な講演会の模様
を再現したものである。以下、講演会記録に移る前に、加賀谷先生の略歴と業績を記しておきたい。

加賀谷寛先生――略歴と業績――

昭和 5 年（1930 年）東京生まれ。東京外国語大学のヒンドスタニー語学科（現ウルドゥー語学科）
を卒業後、東京大学大学院で宗教学を専攻。その後、東京大学東洋文化研究所の助手を経て、昭和
36 年（1961 年）大阪外国語大学に着任。インド・パキスタン語（インド語学科）とペルシア語学
科で教鞭を執られる。1996 年（平成 8 年）に退官。同大学名誉教授。退官後も関西外国語大学や
追手門学院大学で教鞭を執られ、現在に至る。
　加賀谷先生は南アジアをご専門にされているが、それだけではなくイスラーム研究の分野でも
顕著な業績を残されている。まず収録語彙が 45,500 語におよぶ『ウルドゥー語辞典』（大学書林、
2005 年）が大きな業績として挙げられる。毎日夕方 4 時から 6 時の 2 時間くらいは必ずカード作
成に充てられたとのことで、10 万語以上収集しておられるはずだが、それが 4 万 5 千語にまで絞
りこまれ、その結果、きわめて質の高い辞書となった。またご自身で創作した文例は全くなく、用
例がすべて新聞や文献からのもので密度が濃い。しかもスーフィーの言葉やイスラームの教義が用
例に含まれるなど、加賀谷先生らしさが随所に表れていて、ご専門が色濃く出た素晴らしい辞書で
ある。なお、この辞書の出版と、長年のパキスタン研究の成果、業績に対して、2007 年にパキス
タン政府から勲章（「カーイデ・アーザムの星 Sitara-e Quaid-e Azam」勲章）が、2010 年に日本政
府より瑞宝中綬章が授与されていることを附け加えておきたい。
　また昭和 36 年に刊行された『アラブのナショナリズム』を皮切りに 20 冊を超える著書があり、
研究論考も数多い。翻訳では H.A.R. ギブ著『イスラム文明』が特に有名で、版を重ねて何度も出
版されている。南アジア関係では、『南アジア現代史Ⅱ―パキスタン・バングラデシュ』があるほか、
パキスタンの大統領アイユーブ・カーンの自伝 Friends Not Masters（邦訳題名『パキスタンの再建』
オックスフォード出版局）や A.L. スィッディーキーの『近代ウルドゥー文学史研究』（東海大学出
版会）などあまり紹介されることのない著作の翻訳が刊行されており、南アジア研究における貴重
な資料となっている。
　イスラーム研究関連の業績では、南アジア地域のインド・パキスタンのイスラームに関する研究、
イランのイスラームに関する研究、イスラーム思想に関する研究が 3 本柱となる。昭和 36 年に大
阪外国語大学着任時に書かれた論文「パキスタン国家形成におけるイスラムの役割」、あるいは「18
世紀インド・イスラムの宗教・社会思想」「19 世紀（初頭）インド・イスラムの聖者崇拝批判」等
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の論考で、これまで我が国でほとんど見ることができなかった南アジア地域のイスラーム研究に大
きな進展の礎が築かれた。イランのイスラームに関しては、『イラン現代史』という単著がある。
イスラーム思想一般については、“Islam as an Ideological Force” がアジア経済研究所から優秀論文と
して選ばれているほか、大阪書籍から出版されている『イスラム思想』にはイスラーム思想の根本、
大きな流れが余すところなく網羅的に記載されており、イスラーム研究を志す者にとっては基本文
献の一つとなっている。
　なお、加賀谷先生の著作集刊行の準備が、現在京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
附属イスラーム地域研究センターによって進められていることも附記しておきたい。

加賀谷寛先生業績一覧

2005 年（平成 17 年）

『ウルドゥー語辞典』大学書林
2003 年（平成 15 年）

片倉もとこ・後藤明・中村光男・加賀谷寛・内藤正典編『イスラーム世界事典』明石書店
「現代の中東・イスラーム世界への視点――日本人中東関係研究者の意見」中東調査会編『イラク

問題と日本人』明石書店
2000 年（平成 12 年）

｢総論｣ ｢イラン近現代史とアイデンティティ｣ 追手門学院大学アジア文化研究会編『他文化を受容
するアジア』和泉書院

｢ラクナウと周辺に、南アジア・イスラームの多様性の一端を求めて｣『アジア文化学科年報』（追
手門学院大学文学部アジア文化学科）3 号 27–40 頁

1999 年（平成 11 年）

「フジュウィリー，『隠されたものの見神』を読んで」『アジア文化学科年報』（追手門学院大学）2
号 127–128 頁

1997 年（平成 9 年）

「イラン研究（特集・第 35 回国際アジア・北アフリカ研究会議（ICANAS）――その学術的成果と
意義（ブダペスト）――）」『東方学会報』73 号 29–31 頁

1996 年（平成 8 年）

「停年退官を迎えて」 『大阪外国語大学アジア太平洋論叢』6 号 315–321 頁
1995 年（平成 7 年）

“Aubash and their Role in Modern Iran,” Orient 30, 31, pp.108–118

1993 年（平成 5 年）

「現代イスラームと私（シリーズ・わたしの 5 冊　15）」『中東研究』No. 381 47–51 頁
1992 年（平成 4 年）

「政治エリートとしての宗教勢力」山中一郎編『パキスタンにおける政治と権力――統治エリート
についての考察――』（研究双書 No. 415）アジア経済研究所 255–294 頁
1991 年（平成 3 年）

“A Socio-Historical Study of the Iranian Constitutional Revolution: The Role of Popular Preacher, Sayyed 

Jamāl,” Orient 28, pp. 41–57
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｢革命状況と説教者――イラン立憲革命の場合――｣『オリエント』33 巻 2 号 53–64 頁
｢情報とイスラム世界（特集・情報と歴史学（1））｣『歴史学研究』625 号 27–37 頁
1990 年（平成 2 年）

「イラン革命の原点と現実路線への方向（特集・1990 年代の中東への視点）」『中東研究』339 号 71 頁
1988 年（昭和 63 年）

「現代におけるイスラムの宗教と社会」『東洋学術研究』27 巻 3 号 62–78 頁
｢19 世紀南アジアから海路による集団的メッカ巡礼｣『大阪外国語大学学報』76 号 55–65 頁
1987 年（昭和 62 年）

 ｢現代のイスラームの諸動向の地域間比較――試論」片倉もとこ編『人々のイスラーム』日本放
送出版協会 169–195 頁

「パキスタンという国――独立まで」小西正捷編『もっと知りたいパキスタン』弘文堂
「パキスタンのイスラーム教徒たち」同上
加賀谷寛・片倉もとこ・小杉泰・内藤正典・中村光男・山内昌之著『現代イスラム小事典』エッソ

石油広報部
「サアディー『果樹園』の中の邪視除けについて――葡萄園と驢馬」蒲生礼一先生 10 回忌記念刊行

会編『蒲生礼一先生記念論集』蒲生礼一先生 10 回忌記念刊行会 224–230 頁
「1986 年の歴史学界 回顧と展望――西アジア・北アフリカ（近・現代）――」『史学雑誌』第 96

巻第 5 号 851–854 頁
1986 年（昭和 61 年）

『イスラム思想』（朝日カルチャーブックス 68）大阪書籍
 ｢トルコ革命 3――イラン民族運動の発展｣ 飯森嘉助・前嶋信次編『アラブとイスラエル』（オリ

エント史講座第 6 巻）学生社
「アル・アフガーニーとムハンマド・アブドゥフ」飯森嘉助・前嶋信次編『アラブとイスラエル』（オ

リエント史講座第 6 巻）学生社 97–108 頁
「イランの民族運動の発展」飯森嘉助・前嶋信次編『アラブとイスラエル』（オリエント史講座第 6 巻）

学生社 52–69 頁
1985 年（昭和 60 年）

アブドゥル・ハミード , アブドゥル・ガフール・チョウハダ著 加賀谷寛・浜口恒夫編訳『世界の歴
史教科書 24――パキスタン』ほるぷ出版

「「第 3 回イスラム思想会議」と「イラン・イスラム革命 6 周年記念式典」に参加して」『日本イラ
ン協会ニュース』60 年 2 月号 9–13 頁

1984 年（昭和 59 年）

「ムスリム連帯の先覚者アフガーニーとインド（1）」大阪外国語大学アジア研究会編『現代アジア
における地域政治の諸相』大阪外国語大学アジア研究会 139–148 頁

1983 年（昭和 58 年）

｢イスラム世界と政治的アイデンティティー――試論｣ 大阪外国語大学アジア研究会編『現代アジ
ア政治における地域と民衆』大阪外国語大学アジア研究会 193–202 頁

「教育と知識人」川床睦夫編『シンポジウム「アラブとアジャム（非アラブ）」』（中近東文化センター
研究会報告 No.4）中近東文化センター 177–190+321–325 頁

「世界史理解の手引き――近・現代史（1）　イラン革命とイラン現代史――」『歴史と地理――世界
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史の研究――』山川出版社 115号 43–44 頁
1982 年（昭和 57 年）

永田雄三 加賀谷寛 勝藤猛著『中東現代史Ⅰ――トルコ・イラン・アフガニスタン』山川出版社 
「歴史的観点からみたイラン民族運動と宗教勢力――タバコ・ボイコット運動からイラン革命まで」

中東調査会編『イスラーム・パワーの研究（II）』中東調査会 37–50 頁
｢イスラム都市内部の非ムスリム社会――近代イランの場合――｣ 大阪外国語大学アジア研究会編

『現代アジア社会の研究』大阪外国語大学アジア研究会 279–286 頁
「アーヤトッラー」「デーオバンド学院」『イスラム事典』平凡社
1981 年（昭和 56 年）

H.A.R. ギブ著 加賀谷寛訳『イスラム』東京新聞出版局 
｢近代イラン・ムスリム社会の宗派的二分化対抗｣ 小口偉一教授古稀記念会（編）『小口偉一教授古

稀記念論集――宗教と社会』春秋社 385–396 頁
｢19 世紀インド・イスラムの聖者崇拝批判――Shah Mhd. Isma’i, Tadhkir al-Ikhwan 第五章の訳｣『オ

リエント』24 巻 1 号 151–164 頁
1980 年（昭和 55 年）

「イスラムの聖戦はどう闘われるか」『アジア』15 巻 4 号（通巻 148）75–83 頁
「イスラムの聖地」佐々木宏幹・宮田登・山折哲雄編『現代宗教 3 聖地』春秋社 147–156 頁
「イラン革命について」『シンポジウム「中東の社会変化とイスラムに関する総合的研究」――報告

と討論の記録――（4）歴史分科会』国立民族学博物館 37–48 頁
「12 イマーム派の宗教指導者の組織」シンポジウム「中東の社会変化とイスラムに関する総合的研

究」事務局編『シンポジウム「中東の社会変化とイスラムに関する総合的研究」――報告と討
論の記録――（5）イラン分科会』国立民族学博物館 22–29 頁

池田修・梅田輝世・加賀谷寛・藤本勝次（談）「アラブ史研究の思い出――藤本勝次先生を囲んで――」
日本アラブ関係国際共同研究国内委員会編『日本とアラブ――思い出の記――（その 1）』日本
アラブ関係国際共同研究国内委員会事務局 35–51 頁

「イランの現代イスラム」『現代思想』（特集・イスラムの世界）1980 年 2 月号 168–175 頁
1979 年（昭和 54 年）

A.L. スィッディーキー著 加賀谷寛訳『近代ウルドゥ文学史研究』東海大学出版会
｢南アジアにおける民衆宗教スーフィズム――聖者崇拝を中心に――｣ 中牧弘充編『神々の相克』

新泉社
｢ハーリー作『イスラムの盛衰』の本文（ローマ字訳）・訳注（その一）｣『大阪外国語大学学報』60

号 49–64 頁
「“ イラン革命 ” の課題と展望」『歴史学研究』469 号 56–58 頁
「中東イスラムの現代的展開――特に「イラン革命」と関連して――」浦野起央・勝藤猛編『中東

と国際関係』晃洋書房 33–48 頁
「イスラムの世界」東洋経済編『イラン革命と石油・日本』東洋経済新報社 51–79 頁
「イランの政情不安について――考察」『中東通報』262 号 6–9 頁
「イラン民族運動史とソ連」『国際問題』228 号 29–37 頁 . 
1978 年（昭和 53 年）

“A Comparative Study of Islamic Modernism in Indo-Pakistan, Egypt and Iran,” Orient, 14, pp.71–89
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「イスラムにあらわれたアラブの文化的伝統」内野吾郎・戸田義雄『民族と文化の発見』大明堂
209–223 頁

「第 2 章 中東の政治・経済を理解するために――イラン」板垣雄三編『中東ハンドブック』講談社 
54–61 頁

「70 年代日本における発展途上地域研究・地域編――イラン」『アジア経済』第 19 巻第 1・2 号 191
–195 頁

「イラン新憲法草案を読んで――イスラム共和国の性格について――」『中東通報』266 号 37–41 頁
1977 年（昭和 52 年 )　

加賀谷寛 浜口恒夫著『南アジア現代史Ⅱ――パキスタン・バングラデシュ』山川出版社
｢18 世紀におけるイスラム宗教神秘主義史叙述｣ 脇本平也編『宗教と歴史』山本書店
1975 年（昭和 50 年）

『イラン現代史』近藤出版社 
「イスラム教と政治」『月刊世界政経』第 4 巻 6 月号 92–101 頁
「イランの「国王と国民の革命」――とくに「教育部隊」について――」『中東総合研究』2 号 43–52 頁
「イランの将来構想――現代史的一考察――」『国際問題』181 号 2–10 頁
1974 年（昭和 51 年）

（書評）「C・ギーアツ著　林武訳『二つのイスラーム社会』――非西欧の内面への普遍の光――」『ア
ジア』9 巻 2 号（通巻 85）110–111 頁

1973 年（昭和 48 年）

 ｢パキスタンの政治と宗教――イスラム国家（Islamic State）の理念について――｣『現代パキスタ
ンの研究 1947 ～ 71』アジア経済研究所
1971 年（昭和 46 年）

「イランの 12 イマーム派のイマーム・ザーデ崇拝」『オリエント』第 12 巻 3/4 号 191–205 頁
「ガズナ朝支配下のホラーサーン地方の宗教集団」『西南アジア研究』22 号 51–63 頁
「現代アラブ民族運動と社会思想――アラブ知識人についての試論」『季刊社会思想』第 1 巻第 4 号

82–104 頁
加賀谷寛訳「ワリーゥッラー著『フッジャトッラーフ・ル・バーリガ』前文・訳（付解説）」『大阪

外国語大学学報』第 25 号 29–36 頁
｢19 世紀イランの民族運動｣『岩波講座世界歴史 21 近代世界の展開 5』岩波書店 365–385 頁

「民衆イスラムの理論的検討」東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所編『「イスラム化」
にかんする共同研究報告 4』東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 49–55 頁

1970 年（昭和 45 年）

｢イランにおけるレザー・シャー政権の成立｣『岩波講座世界歴史 25――戦争と平和：未来へのメッ
セージ』岩波書店 478–490 頁

1969 年（昭和 44 年）

シャー・ワリーウッラー著 加賀谷寛訳『イスラームの宗教思想にみられる社会組織論』（所内資料
No. 44–16）アジア経済研究所調査研究部（Shāh Walī Allāh, Ḥujjat Allāh al-Bāligha の抄訳）

｢ガズナ朝支配下のホラーサーン地方の宗教集団｣『西南アジア研究』22 号 51–63 頁
「イスラム教」仁戸田六三郎監修『現代宗教思想のエッセンス――世界 20 大宗教の本質と展望――』

ペリカン社 309–326 頁
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1968 年（昭和 43 年）

アイユーブ・カーン著『パキスタンの再建』( 共訳 )　オックスフォード大学出版局 
H.A.R. ギブ著 加賀谷寛 内記　良一 中岡三益 林武訳『イスラム文明史――政治・宗教・文学にわ

たる 7 章――』みすず書房
“Changing Muslim Views of Islamic History and Modernization: In Interpretation of Religion and Politics in 

Pakistan,” Developing Economics 6:2 pp. 193–206

（書評）「Ｎ・Ｒ・ケッディー著『イランにおける宗教と反乱――イランのタバコ・ボイコット運動 
（1891–92 年）』」『アジア経済』9 巻 4 号 101–105 頁

1967 年（昭和 42 年）

H.A.R. ギブ著 加賀谷寛訳『イスラム文明――その歴史的形成――』紀伊国屋書店 
『現代イスラムの綜合研究』（所内資料調査研究部 42-1, 42-45 中東 1, 3）アジア経済研究所 
｢18 世紀インド・イスラムの宗教・社会思想──シャー・ワリーウッラーの社会理論を中心として
──｣『西南アジア研究』19 号 1–13 頁

｢イスラム史観の近代化｣『アジア研究』14 巻 3 号 1–14 頁
｢イスラムの宗教構造――綜合力の再評価――｣『東洋学術研究』6 巻 8 号 133–146 頁

「イランの現代思想」『中東通報』134 号 26–29 頁
「第 4 勢力イスラムの挑戦」『中央公論』1967 年 3 月号 164–178 頁
1966 年（昭和 41 年）

 “Islam as Modern Socieal Force,” Developing Economies 4(1), pp. 70–89.

｢近代イラン権利闘争史と立憲革命｣『現代アジアの革命と法』（仁井田博士追悼論文集第 2 巻）勁
草書房 201–220 頁

｢後期イスラムの二重構造――正統的イスラムと後期スーフィズムの関係をめぐって――｣『オリエ
ント』9 巻 2–3 号 147–162 頁

｢現代イスラムの主体変革の基本動向｣『東洋研究』14 号 3–16 頁
モヘッビィー M. ホダーヤル著　加賀谷寛訳「正統カリフ権問題――シーア派から見たる――」『イ

スラム世界』第 5 号 31–46 頁
1965 年（昭和 40 年）

「近代イスラムの一評価｣『東洋文化』38 号 11–18 頁
「近代イスラムのコーラン解釈」『オリエント』7 巻 3–4 号 79–93 頁
「イラン国民戦線第 1 回大会採択の憲章前文」『東洋文化』38 号 108–111 頁
“Book Review: A. Reza Arasteh, Man and Society in Iran, Leiden, E. J. Brill, 1964, xii+193pp.,” The 

Developing Economies 3(3), pp.365–370

（書評）「Ａ・レザー・アーラーステ『イランにおける人間と社会』」『アジア経済』6 巻 8 号 81–83 頁
1964 年（昭和 39 年）

『戦後イラン出版のシーア・イスラム文献について』（アジア・アフリカ文献調査報告 13）アジア・
アフリカ文献調査委員会

「イラン立憲革命の性格について（続編 1）――イラン近代史とバクティヤーリー族社会の変動――」
『東洋文化研究所紀要』第 39 冊 179–207+8 頁

「イランの種族社会の近代的発展――バクティーヤーリー族の場合――」『アジア経済』5 巻 5 号 15–24 頁
｢近代イスラムのコーラン解釈｣『オリエント』7 巻 79–93+143 頁



324

イスラーム世界研究　第 4 巻 1–2 号（2011 年 3 月）

「11 世紀初頭の 12 イマーム派のイスラム教理問答」『西南アジア研究』12 号 43–54 頁
（書評）「Ｄ・Ｎ・ウィルバー著『現代イラン』」『アジア経済』5 巻 9 号 93–96 頁
1963 年（昭和 38 年）

｢インド・パキスタンにおけるムスリムの現代思想史（1）｣『大阪外国語大学学報』31 号 31–49 頁
「イラン近代社会改革とイスラーム」『海外事情』63 巻 8 号 63–70 頁
（書評）「Ｈ・Ａ・Ｒ・ギブ著『イスラム文明の研究』」『アジア経済』4 巻 3 号 84–86 頁
（書評）「イギリスのイスラム学者の研究生活」『東洋研究』4 号 61–64 頁
（書評）「Leonard Binder, Religion and Politics in Pakistan (University of California Press, 1961)」『東洋研究』

5 号 71–75 頁
1962 年（昭和 37 年）

｢イラン立憲革命の性格について｣『東洋文化研究所紀要』第 26 冊 71–110 頁
｢近代におけるイスラムについて｣『宗教研究』35 巻 4 号 1–20 頁

「現代イラン文学の社会的条件」『東洋研究』2–3 号 76–84 頁
「アフリカ・イスラムに関する文献――天理図書館蔵書を中心として――」『ビブリア』23 号（富

長先生華甲記念古版書誌論叢）31-35 頁
（書評）「Ｗ・Ｍ・ワット著『イスラムと社会統合』」『アジア経済』3 巻 12 号 88–90 頁
1961 年（昭和 36 年）

『アラブのナショナリズム』弘文堂
｢パキスタン国家形成におけるイスラムの役割｣『東洋文化』29 号 71–98 頁
｢ペルシャ語によるイラン立憲革命史文献――覚え書き――｣『西南アジア研究』9 号 53–59 頁

「アフリカにおけるイスラムの発展――とくにサハラ以南の「ニュー・フロンティヤー」について――」
日本国際政治学会編『アフリカの研究』日本国際政治学会 14–26 頁

「近代西アジアにおける思想運動とイスラムの役割」荒松雄・中岡三益他編『アラブのナショナリ
ズム――その源流と構造――』弘文堂 3–36 頁

1960 年（昭和 35 年）

｢西アジアにおけるナショナリズム――アフガーニーの「パン・イスラミズム」を中心に――｣『思
想』438 号（1960 年 12 月号 ）26–38 頁

「ソヴェトにおけるイスラム研究史――Н. А. Смирнов, Очерки истории изучения ислама в СССР に
よる紹介――」『歴史学研究』243 号 36-40 頁 

（書評）「ウィルフレッド・キャントウェル・スミス氏著『現代史におけるイスラム』」『東洋学報』
第 42 巻 449–456 頁

1959 年（昭和 34 年）

「イランのイスラームの特色とその発展の方向」『オリエント』2 巻 1–9 頁
1958 年（昭和 33 年）

「現代イランにおけるイスラーム近代主義の展開――Ａ・カスラヴィーの文化革命思想を中心とし
て――」『東洋文化研究所紀要』第 16 冊 131–224 頁

｢近代化におけるイスラーム思想の展開とその現状｣『理想』304 号 72–78 頁
『イラン地方旅行報告――マーザーンデラーン，ゴルガーン，ホラーサーン，スイースターン，ケ

ルマーン，ヤズド，カーシャーン地方――』日本イラン協会 1956 年（昭和 31 年）
「西アジアの宗教」上原専祿 仁井田陞　飯塚浩二監修『アジアの展望』大月書店 294–301 頁


